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要 旨

本稿のテーマは，2015年１月25日のギリシャ総選挙で，アントニス・サマラス

の与党・新民主主義党を制して政権の座に就いたアレクシス・ツィプラス率いる

シュリザ（急進左派連合）の債務再交渉要求をめぐってくり広げられた EU ／

ユーロ圏の協議の経緯と帰結を，その背景にある諸事情とともに分析し，あわせ

てギリシャひいてはユーロ圏の債務処理の行方を展望するところにある。急進左

派政権の“反緊縮・反トロイカ”政治闘争は，政権発足から約100日後の４月28

日，EUなどの債権団の意向を映した財政規律の確立と経済構造の改革を約して

終結する。ツィプラス政権の100日闘争は債務処理の「エンドゲーム」といえる

が，“ゲームオーバー”がただちにゴール間近というわけではない。社会保障費

を中心とする財政支出の削減，労働市場の改革，ERT（国営放送）をはじめ国

公営企業の民営化などに反対する勢力が与野党を問わずすくなくないからであ

る。ツィプラス政権が６月末に予定されている改革プログラムを策定し，ユーロ

圏諸国や債権団の最終的承認を得るまでになお紆余曲折が予想される。

中 川 辰 洋

―ユーロ圏債務処理のエンドゲーム―

ギリシャ新政権の100日

はじめに

Ⅰ．第１段階（１月25日〜２月24日）──“不自然

な連合”の誕生と債務再交渉

Ⅱ．第２段階（２月25日〜３月27日）──追い詰め

られる左翼原理主義

Ⅲ．第３段階（３月28日〜４月28日）──ゲーム

オーバー
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“Although I laugh and I act like a crown

Beneath this mask I am wearing a frown

My tears are falling like rain from the sky

Is it for her or myself that I cry (…)”

── The Beatles, “Iʼm A Loser”
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はじめに

2015年１月25日に実施されたギリシャ総選挙

で，アレクシス・ツィプラス率いる最大野党で

反緊縮政策を掲げた急進左派連合（Syriza）

が，アントニス・サマラスの与党・新民主主義

党（Nea Dhimokratia: NΔまたは ND）を制し

て第一党へと大躍進をとげた。

今次総選挙は，サマラスの擁立する大統領候

補スタボロス・ディマス元ヨーロッパ委員（環

境問題担当）が議会で否決された結果，サマラ

スが自らの信を問うべく実施されたものであっ

た。だが，緊縮政策がギリシャ国民に不人気で

あることを考えるなら，首相の議会解散・総選

挙の賭けの成果は目に見えていた。やがて明ら

かにするように，ギリシャの経済不振は底を

打ったとはいえ，依然として低い成長率と高い

失業率（25歳以下の若年層は50％超）のもと，

250万人に及ぶ貧困層や生活困窮者の支持を得

てシュリザは急伸，与党 ND の劣勢は覆いが

たかった。大票田のアテネ市の集計結果が発表

される前に，ツィプラスは早々にシュリザの支

持者に向かって勝利宣言を発し，IMF（国際通

貨基金）などの国際債権団――いわゆる“トロ

イカ（Troïka）”――の課した緊縮政策への隷

属という「ギリシャ国民にとっての屈辱と苦難

の日々は終わった」とブチ上げ，トロイカや

ユーロ圏の指導者たちとの間でギリシャの債務

処理の再交渉に取り組むことを宣言した。

いうまでもなく，これはツィプラスがギリ

シャ憲政史上初の急進左派政権の首班に就任す

ることを見越してのステイトメントであった。

しかし正式選挙結果では，下馬評どおりシュリ

ザは単独過半数に２議席届かない149議席にと

どまった。ツィプラスは少数与党として政権を

担当する道を選択せず，ただちに連立政権を目

指して他党と政策交渉を開始した。この結果，

ツィプラスは TV ジャーナリストから政治家

に転身したスタヴォロス・セオドラキス率いる

中道政党との連立という選挙前の大方の予想を

覆して，パノス・カメノスを党首に戴く右翼政

党の ANEL（独立ギリシャ人）を連立パート

ナーとして選択した。ヨーロッパ・メディアの

的確な表現を借りれば，神聖あたわざる「不自

然な連合（an unholy alliance）」の誕生であ

る。仮にそうであるとしても，急進左派主導の

政権の誕生は，この間ギリシャ政治を壟断して

きたミツォタキス，カラマンリス，パパンドレ

ウの３つの王朝による「泥棒国家（kleptoc-

racy）」体制に風穴を開ける現代史の一大事件

であり，ギリシャとそのパートナーである EU

加盟諸国には歓迎されてしかるべきであった。

しかも政治の世界では，シュリザの選挙戦での

勝利とツィプラス率いるシュリザ-ANEL連立

政権といわず，新たに誕生した政権はこれを，

たとえ醒めた目であろうと100日間は「お手並

み拝見」とばかりに静観するのをならいとして

きた。

ところが，EU やユーロ圏のパートナーに

とって，アテネの新政権は“神聖あたわざる”

どころか歓迎すべからざる客人に等しく，その

発足から100日になんなんとする2015年４月末，

ツィプラスはついに進退去就を迫られるところ

まで追いやられた。その最大のポイントは急進

左派政権の主張する政策転換──ギリシャ語の

“kolotoumba”，すなわちサマラス前政権が実

施してきた緊縮政策からの転換，ギリシャ債務

救済プログラムの再交渉とその見返りとしての

新経済改革プログラムの策定にあった。アテネ

ギリシャ新政権の100日
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の新政権が２月に発表したプログラムは，サマ

ラス前政権が公約した国公営企業の民営化など

を事実上棚上げし，大手企業やオリガルキー

（新興財閥）などへの脱税取締りの強化，船舶

税の見直し，奢侈品に対する税率引上げ，さら

に高齢生活困窮者などへの年金受給資格の拡

大，最低賃金の引上げといった「左派」色の濃

い施策を提示し，かつ財政相ヤニス・ヴァル

ファキスをして債務交渉の任に就かしめたので

ある。

これに対して，EU／ユーロ圏の首脳は即座

にアテネ新政権の要求を拒否した。なかでもド

イツのヴォルフガンク・ショイブレ財政相は

「ギリシャ国民の選択を尊重するにやぶさかで

はないが，新政府といえども先の政府がわれわ

れと合意したルールに従う義務がある」との

べ，シュリザ-ANELの債務再交渉要求に一歩

たりとも譲らない構えをみせた。また，ユーロ

グループ議長イェルン・ダイセルブルームも，

ショイブレと同様の見解に立ち，経済改革の継

続を強くもとめた。だが極めつけは，ヴァレ

リー・ジスカール =デスタン前仏大統領やス

ヴェニアのロベルト・フィコ首相らによる

「ユーロ圏からの自発的離脱」勧告であった。

建前はともかく本音ではジスカールやフィコに

同調する向きがすくなくないといわれるが，メ

ディア筋のいうように，最悪のシナリオとして

のギリシャのデフォルト，ユーロ圏離脱

（Greek exit from the euro: Grexit）──とり

わけメディア筋のいわゆる「偶発的かつ予期し

ないユーロ圏からの離脱（Greek accidental

exit from the euro: Graccident）」──の可能

性を想定しているのはひとりドイツだけではな

いことを図らずも示す結果となった。

後述するように，アテネの新政権はユーロ圏

諸国の厳しい姿勢に表向き「譲歩」して２月末

に支払期限の到来する債務救済プログラム（総

額2,400億ユーロ）の返済の４カ月間延期する

合意を取り付け，その見返りとして緊縮政策の

継続，経済改革の断行のリストを作成すること

を約した。ところが，咽喉もと過ぎればなんと

やらのたとえよろしく，ツィプラス政権は2012

年の救済プログラムの未使用分70億ユーロ相当

の即時振込みを要求し，これを頑として拒絶す

るパートナーとの間に激しい対立を招くことに

なった。このため，アテネの新政権は３月以降

の IMF（国際通貨基金），ECB（ヨーロッパ中

央銀行），ヨーロッパ委員会の三者──トロイ

カをはじめとする債権者への債務返済に窮する

ことが避けられない情勢となった。交渉決裂を

不服とするギリシャ政権は，金融支援が実施さ

れなければ「歴史的にも文化的にも強い絆で結

ばれた」ロシア，あるいは中国やアメリカなど

に資金提供を要請するなどの「別の道」を模索

するといい，さらに相前後してヴァルファキス

財政相をして救済を拒む最大の債権国ドイツに

対して第２次世界大戦中のナチス =ドイツによ

るギリシャ支配の賠償を要求するといわしめた

のである。

ドイツ・サイドがこれを看過するはずはな

く，ただちに政治家たちがアテネの政府に抗議

しただけでなく，『アルゲマイネ・ツァイトゥ

ンク（Allgemeine Zeitung）』や『デア・シュ

ピーゲル（Der Spiegel）』など有力メディアも

政治的立場の相違を越えて一斉にギリシャ批判

の論陣を張るなど，両国の外交関係は悪化する

一方であった。EUの債務救済プログラムの延

長の見返りに提出を約した経済改革プログラム

の提出を目前にした４月17日，ドイツのショイ

ブレ財政相はこれ見よがしに「〔金がほしいな
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ら〕モスクワにでも，北京にでも，ニューヨー

クにでも行くがいい」と言い放った。いってみ

れば，シュリザへの最後通牒である。ことほど

さように，４月20日にラトビアの首都リガで開

催されたユーログループ会合において，ギリ

シャのパートナーはツィプラス政権の救済要求

を突っ撥ねた。ここに至ってギリシャも勝算な

しと悟り不承ながらも同意せざるを得ず，３時

間に及ぶ協議の末にユーログループの前に膝を

屈した。ダイセルブルーム議長は会合後の新聞

発表の席でこう語ったという。「〔ギリシャが仕

掛けた〕チキンゲームはいまや“アングリー

バード（Angry Birds）”に転化したようだ」

（“アングリーバード”とは，フィンランドが開

発した欧米で人気のモバゲーで，鳥たちがかれ

らの卵を盗む強欲なブタの陰謀を暴き仕返し

（殲滅）するストーリーである）。

ギリシャ政府は一週間後の４月27日，財政相

ヴァルファキスに代わって，首相に近いエウク

リデス・ツァカトロスを長とする新たな債務交

渉団のメンバーを発表，“トロイカ”あらため

「関係諸機関（Institutions）」との協議に当た

らせるとした。そして新交渉団は翌28日のユー

ログループの事務レベル会合においてギリシャ

のパートナーの意向に即した交渉を再開し経済

改革プログラムをあらためて策定する用意のあ

ることを明らかにした。ここにサマラス政権と

は正反対の反緊縮，債務減免といった公約を掲

げて政権の座に就いたツィプラスは，自らを

“チキン（弱者）”に見立ててパートナーに仕掛

けたゲームに敗北したといってよい。時あたか

も急進左派主導の政権が発足して100日になろ

うとする時分のことである。

もっとも，“労働者階級
プロレタリアート

の前衛”であるばか

りか，計算高い政治家であるツィプラス首相の

こと，打ち破ることのできない壁を前に矛を収

めたとみるのは早計である。仮にツィプラスが

ダイセルブルーム議長の暗示する“アングリー

バード”──すなわちギリシャをのぞくユーロ

圏諸国への負けを認めたとしても，党内の左翼

原理主義者や支持母体の労働組合などが，パー

トナーの要求する年金制度や労働市場の改革，

国公営企業の民営化などの施策をすんなり認め

るとは考えがたい。なお紆余曲折があるとみる

のが当然である。

そのツィプラス首相にとっての最大の強み

は，５月以降の債務返済がもしも延滞するか不

可能となったとしても，これを債務不履行
デ フ ォ ル ト

と判

断するのがユーロ圏諸国や IMFなどの債権団

であるというところにある。しかも，ECBに

債務を返済できなければ，ギリシャの銀行が保

有する国債もデフォルトと看做されるが，その

さい ECBはギリシャ系銀行向けに流動性供給

の義務を負うことになる。さらに，より重要な

点であるが，現行の EU基本条約（リスボン条

約）の条文にはユーロ圏離脱の規定は存在せ

ず，ギリシャのデフォルトがユーロ圏離脱に直

結しないことであり，ECBのヴィルト・マヌ

エル・コンスタンシオ副総裁もそうした見解を

支持している。その意味からすれば，ギリシャ

に端を発する今次ユーロ圏ソブリン危機は終焉

を迎えつつあるとはいえ，レースでいえば，

ホームストレッチに差し掛かったところであっ

て，ゴールはなお先にある。６月末までユーロ

圏は総体として依然波乱含みといっても決して

誇張ではない。

本稿の課題は，急進左派連合のアレクシス・

ツィプラス率いるアテネ新政権の100日をふり

返り，この間のヨーロッパ政策，とくに債務返

済問題をめぐる政治的コミットメントを，その

ギリシャ新政権の100日
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背景にある政治的・経済的諸事情とともに整

理・分析するところにある。以下では新政権の

100日をつぎの３つの段階に分けて考察する

──。すなわち，①ツィプラス政権発足から２

月下旬のギリシャ金融支援プログラムの期限の

到来とその延長の取決めが交わされるまでの段

階，②３月のユーログループ会合を頂点とする

３月末までの１カ月間，そして③急進左派政権

が翻意し４月末にユーログループの要求を事実

上受け容れ，債務交渉に臨む決定を行うまでの

３つの段階である。これら一連の交渉はまた，

ギリシャのほかイタリアやスペインなどのソブ

リン危機の処理・解決のありようにもはね返る

可能性も否定できない。文字どおり“エンド

ゲーム”と呼ぶにふさわしい段階に差し掛かっ

ていることを示すものであるが，これをさらに

つき詰めれば EUやユーロ圏が今後どのような

方向を向きつつあるかを問うことでもある。

Ⅰ．第１段階（１月25日〜２月24

日）──“不自然な連合の誕生

と債務再交渉”

アントニス・サマラス内閣の総辞職・議会解

散を受けて2015年１月25日に実施された総選挙

の結果，アレクシス・ツィプラスを党首とする

急進左派連合
シ ュ リ ザ

がサマラスの与党・新民主主義党

（ND）を抑えて第一党に大躍進した。だが，

シュリザが獲得した議席は単独過半数にわずか

２議席足らない149にとどまった（図表１）。こ

のためツィプラスは少数与党か連立かの選択を

迫られたが，結局，パノス・カメノス率いる右

翼政党の ANEL（独立ギリシャ人）との連立

政権を発足させた。ヨーロッパ・メディアのい

う「神聖あたわざる不自然な連合」である。た

しかに選挙前の予想では，スタヴォロス・セオ

証券経済研究 第90号（2015 .6）
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（注） 政党名下のカッコ内の数値は得票率を示す。

〔出所〕 Les Echos資料より引用。

図表１ ギリシャ国政選挙開票結果（2015年）
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ドラキスの中道政党“ポタミ（To Potami: La

Rivière）”との連立の予想もないではなかった

が，シュリザが政権公約として掲げた反緊縮に

理解を示すわずか13議席の泡沫政党 ANELの

ほうが，緊縮政策の継続や経済改革の断行もや

むなしとする中道派よりも与しやすいとの政治

的判断が働いた結果であった。

これをツィプラスの「方向転換
コロトゥムバ

」と見るメ

ディアもあるが，仮にそうであれば財政相にヤ

ニス・ヴァルファキスを起用したこともツィプ

ラスの「方向転換」といえるかもしれない。新

財政相は“ゲーム理論”を講義する大学教員出

身で，自称“自由主義マルキスト”と筋金入り

の左派とはいえ，PASOK（全ギリシャ社会主

義運動）のゲオルギス・アンドレアス・パパン

ドレウの経済顧問を務めた人物でもある。さら

に，３月には宿敵・新民主主義党出身のプロコ

ピス・パヴロプロスの大統領選出に同意したば

かりか，首相就任時にギリシャ正教大主教イェ

ロニモス２世とのツーショットを披瀝してメ

ディア筋を驚かせたことは，日ごろ左派的信条

や無神論を公言してはばからない新政権の首班

の「方向転換」あるいは「変節」と見られた。

だがこれらは，所詮，シュリザ-ANEL の

「不自然な連合」と同様，計算高い政治家ツィ

プラスの国民向けのポーズにすぎず，「方向転

換」でも「変節」でもないと考えるほうが適切

であろう。事実，政権発足直後に発表された経

済プログラムはシュリザの選挙公約を「具体

化」したものであった。その第１は，図表２に

示されるとおり，ギリシャ経済の不振は底を

打ったとはいえ，依然として低い成長率と高い

失業率（25歳以下の若年層は50％超）のもと，

250万人に及ぶ貧困層や生活困窮者を生み出す

など，国民の生活を脅かす人的危機への対策と

して，貧困線以下の家計30万を対象とする大規

模な財政支出の実施である。具体的には光熱費

など公共料金の負担軽減，食料品の補助，交通

費の減額，最低賃金の引上げ（月額580ユーロ

→751ユーロ）などである。

第２は経済の再活性化であり，固定資産税の

廃止，非課税世帯の所得限度額の引上げ

（5,000ユーロ→12,000ユーロ）のほか，家計や

中小企業を対象とする公的投資機関の新設など

ギリシャ新政権の100日
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（注） 2015，16年は予想。

〔出所〕 European Comnission資料は引用。

図表２ ギリシャの経済成長率および失業率の推移（2011年から2015年，単位：％）
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である。そして第３には雇用創設であり，官民

あわせて30万人の雇用を創設するとともに，雇

用契約の弾力的な運営を目指すなどとした。

シュリザ・スポークスパーソンによると，これ

らの施策を実施するためには約135億ユーロの

資金が必要となるが，その資金は付加価値税の

引上げや脱税の取締り強化のほか，EUの構造

基金の導入やギリシャ国債を保有する EU や

ユーロ圏のパートナーによる債務の一部を放棄

することを要求している。

急進左派の提示したプログラムを実施するに

は，シュリザとヨーロッパのパートナーとの間

でつぎのような合意が成立することを前提にし

ている。ひとつは，2015年中の利払いの猶予と

債務の30％から50％の減免である。いまひとつ

は，新たな融資条件の決定に関するものであ

る。おりからギリシャ向け債務救済プログラム

の期限が間近に控えていたから，新政権にとっ

て同プログラムの延長要求は政権の死活にかか

わる重要性をおびていた。

EU 諸国や IMF，ECB などとの債務交渉

チームの責任者の任を拝命した財政相ヴァル

ファキスが臨んだ２月11日の第１回目のユーロ

グループ会合は，ドイツばかりかバルト３国や

東欧のパートナーの厳しい姿勢の前に物別れに

終わった。なかでも，この１月に19番目のユー

ロ導入国となったバルト海沿岸の小国リトアニ

アの財政相リマンタス・シャジュスは怒りを露

わに最低賃金の引上げ案に噛みつき，「ギリ

シャ国民は〔国が借金まみれにもかかわらず〕

わが国の国民よりも高い最低賃金を受け取って

いる。ギリシャの国民よりも貧しいわれわれリ

トアニア国民が支えなければならないというの

は筋が通らない」とギリシャの同僚を難詰し

た。

ところが，ギリシャ政府はこれをものともせ

ず，新政権の首班として正式の国際デビューと

なった２月12日の EU首脳の緊急会合の席上，

ツィプラスは前日の財政相と同様にギリシャの

深刻な経済難を訴え，同月末に返済期日が到来

する総額2,400億ユーロの支援の返済の４カ月

間の猶予（延長）要求に理解をもとめた。しか

も，前日のユーログループ会合でツィプラスの

財政相が再三言い放ったいわゆる“トロイカ”

── IMF（国際通貨基金），ECB（ヨーロッパ

中央銀行），ヨーロッパ委員会──との交渉を

行わない旨の主張をここでもくり返した。

もとより，アテネ政権の要求はギリシャの最

大の債権国ドイツなどの加盟国の受け容れると

ころとならなかった。ばかりか，ECBのマリ

オ・ドラギ総裁，さらにはドイツ流の緊縮政策

に距離を置きツィプラス首相に一定の理解を示

したフランス出身のヨーロッパ委員（経済・金

融サービス担当）ピエール・モスコヴィシをし

て「新政権はよりいっそうの経済改革に邁進す

べき」といわしめた。前政権の「最大限の緊縮

と最小限の経済改革」から転換し，経済改革を

最大限推進しなければギリシャ経済の復興はあ

りえないとするヨーロッパのコンセンサスを代

弁したといってよい。年金受給者の範囲拡大，

最低賃金の引上げなどは，とどの詰まり，シュ

リザの支持層である組織労働者や年金生活者へ

の「優遇策」であり，自らを支持する見返りに

これを優遇し改革を遅らせた中道右派のサマラ

スや中道左派を自称するパパンドレウらの「縁

故主義」と変わるところがない。唯一異なるの

は，ユーロ圏からの離脱（Grexit）の可能性を

仄めかしたことぐらいのものである。

このように，ツィプラスやヴァルファキスは

EUやユーログループの緊急会合の場でユーロ
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圏離脱をちらつかせつつかれらのパートナーか

ら譲歩を引き出そうとしたが功を奏することは

なかった。２月16日の第２回ユーログループ会

合でショイブレ独財政相はヴァルファキス財政

相に対して「われわれの支援をのぞむなら，こ

の間の取決めを尊重すること，それがすべて」

とギリシャの要求を一蹴した。ドイツの財政相

にしてみれば，ギリシャの政権交代を緊縮政策

からの転換の足がかかりとすることを目論んで

いたヨーロッパ委員会のジャン＝クロード・ユ

ンケル委員長，フランスのフランソワ・オラン

ド大統領やイタリアのマテオ・レンツィ首相ら

が最終的にドイツ支持に回ったことに加えて，

各国の官庁や金融機関の調査の結果，ユーロ圏

離脱は「ギリシャ国内に壊滅的事態を引き起こ

す」にしても，ドイツおよびユーロ圏にとって

は「管理可能」との読みがあった。加えて，前

年11月に稼働したヨーロッパ銀行同盟や EUの

救済基金がギリシャで起こり得るカタストロフ

の影響を隔離する“ファイアーウォール”とし

ての効果を発揮するとの見方もあった。

もっともメディア筋によると，ツィプラス首

相はブリュッセルで開かれた16日の会合の経緯

を報告し形勢不利と見て取り最終判断をもとめ

たヴァルファキス財政相に対して，「ドイツの

要求を断じて呑まない。妥協はあり得ない。徹

底抗戦あるのみ」と伝えたといわれる。アテネ

の首相府が勝算なしと判断するまでにいますこ

し時間が必要のようであった。ことほどさよう

に，第３回ユーログループ会合が開催される２

月20日午前，独仏首脳が「経済改革なくして金

融支援なし」をあらためて確認したと伝えられ

るが，フランスのミシェル・サパン財政相が

いったとされる「ヨーロッパはフランス，イタ

リア，スペインの３国とドイツのふたつの極か

らなるという類のヨーロッパ観は幻想でしかな

い」を，さしものツィプラス首相も当座は認め

ざるを得なくなったといえるかもしれない。

同日午後ブリュッセルに集ったユーロ圏19カ

国の財政相は，ギリシャの同僚がサマラス前政

権の合意した経済改革プランを前提に「よりス

ピーディかつ実効性のある」改革リストを策定

し，改革の進捗状況をユーログループのパート

ナーや「関係諸機関」──ギリシャに配慮して

“トロイカ”に代わる外交辞令──に報告する

ことを約した。これを受けて２月24日，ユーロ

グループは電話による会合でギリシャ政府に対

して４月末までに改革案を提出することを条件

に４カ月間の救済プログラムの猶予を認めるこ

とで合意に達した。この結果，ギリシャは EU

やユーロ圏のパートナーによるかつてない厳し

い監視下に置かれることになったのである。

Ⅱ．第２段階（２月25日〜３月27

日）──追い詰められる左翼原

理主義

アレクシス・ツィプラス首相は２月25日，

「２月20日のユーログループ合意はわれわれの

勝利」と与党シュリザや連立パートナーの

ANEL（独立ギリシャ人）の同志に向かって訴

えたが，党内の極左グループや ANELの強硬

派がこれを不服としたのは当然であった。すな

わち，首相のいう「勝利」はユーログループの

声明のなかで IMF，ECB，ブリュッセルの委

員会の債権団の呼称を“トロイカ”ではなく，

「関係諸機関」に改名したぐらいのものであり，

ギリシャの経済状況の改善にはすこしも寄与し

ない──それどころか，われわれの目指す政策

を策定し実施する自由は完全に奪われたとはげ

ギリシャ新政権の100日
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しく非難し，いうところの「関係諸機関」を相

手に債務交渉を再開するよう訴えた。

一方，EU やユーロ圏諸国のなかにも，20日

の合意に懐疑的な見方がすくなくなかった。例

えば，ヨーロッパ委員会のピエール・モスコ

ヴィシ委員はこういっている。「問題は，アテ

ネの政府がギリシャの経済改革プログラムを作

成できるかどうかにある」。実際，国公営企業

の民営化ひとつをとっても，ドイツのアンゲ

ラ・メルケル首相の指摘するように，「国が

51％の株式を保有する民営化計画など見せかけ

で，だれも興味を示さない」ことはたしかで

あった。また，最低賃金の引上げ，サマラス政

権下で解雇された公務員3,000人の再雇用，年

金受給者の範囲拡大などの左派的政策はギリ

シャのパートナーの認めるところではなかっ

た。ヤニス・ヴァルファキス財政相お得意の歯

に衣を着せぬいいようを借りれば，「プログラ

ムは〔それがどのような内容であろうと〕，所

詮，プログラムでしかない」のである。

これに対して，メルケルの財政相ヴォルフガ

ンク・ショイブレが「アテネの新政権の政策

は，われわれが築き上げたギリシャとの信頼関

係をブチ壊すに等しい」といってため息をつく

のも当然であったろう。ツィプラス首相が選挙

直前の１月21日付『フィナンシャル・タイムズ

（Financial Times）』紙に寄稿した小文のなか

で「民主的手続きを踏まえてバランスのとれた

政策運営を行う」との謂は「選挙目当てのパ

フォーマンス」でしかなかったといわんばかり

である。また，かくいう独首相が最大級の敬意

を払ってやまない IMFのクリスティーヌ・ラ

ガルド専務理事も，相前後して「〔ギリシャ政

府は〕財政規律の確立と経済改革によって債務

危機を克服しつつあるアイルランドを見習うべ

きである」と，ツィプラス首相に注文をつけて

いる。

シュリザの経済政策への批判的な意見は国外

だけではなく国内でも決してすくなくなかっ

た。元 PASOK（全ギリシャ社会主義運動）系

議員で，現在は改革派エコノミストとして著名

なエレナ・パナリティスはその代表格であり，

「ギリシャは６月末までの４カ月間はきわめて

危険な状態にある。一連の経済改革案を早急に

作成しなくはならない」と，フランスの左派系

メディア『リベラシオン（Libération）』に答

えている。しかし，何にもましてツィプラス首

相にとって“誤算”であったのは，恃みとした

ブリュッセルの委員会のピエール・モスコヴィ

シ委員（経済・金融市場担当）までもが，ギリ

シャ・サイドに与せず，「経済改革プログラム

が提示されなければ，ギリシャは救済資金を手

にすることはできない」といって，ユーログ

ループ合意に即した経済改革をすみやかに策

定・実施するようもとめたことであった。

もっとも，ギリシャ政府は反緊縮の看板を下

ろすどころか，３月９日のユーログループ会合

の前日，財政相のヴァルファキスをブリュッセ

ルに派遣しイェルン・ダイセルブルーム議長に

経済改革プログラムを手渡した。ツィプラス首

相によれば，このプログラムは10日後の３月19

日に予定されている EUミニサミットで，ギリ

シャの「改革への取組み」に理解を得るための

もとであるとされたが，ダイセルブルーム議長

のいうように，ユーログループ会合ではギリ

シャの「改革への取組み」は評価に値しないと

の判断が大勢を占めた。

だが，それにもかかわらずツィプラス首相と

かれの財政相はこれを不服とし，なおもギリ

シャの“人的危機”を訴え理解を得るべく「友
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邦」を行脚し巻き返しに打って出た。同首相は

また３月15日には“トロイカ”あらため「関係

諸機関」の一角を占める ECBのドラギ総裁に

書簡を送り付け，2012年の第２次ギリシャ向け

金融支援プログラムの未使用分70億ユーロ相当

がギリシャの国庫に振り込まれなければ，４月

中の債務返済が不能となると手回りの窮状を訴

えたという。つまり，債務返済が不能となれ

ば，預金者はパニックに陥り，国内の銀行シス

テムは崩壊し，その行き着く先にはギリシャの

ユーロ圏離脱という深刻な事態が待ち構えてい

るというのである。

話を先に進める前に，ここでギリシャ債務の

現状をまとめておこう（図表３，４，５参照）。

ギリシャの公的債務残高は2014年９月末現在で

約3,200億ユーロ（予想），GDP に占める比率

も177％強と，2010年，2012年の両度にわたる

債務救済プログラムにもかかわらず依然高水準

にある。その債務の内訳であるが，二国間融資

（借款）と国債に二分される。前者の太宗はト

ロイカあらため「関係諸機関」のうち IMF，

EFSF（ヨーロッパ金融安定化機構）や EU で

あり，ほぼ９割を占める。一方，ギリシャ国債

（短期国債をふくむ）は2012年にギリシャ居住

者保有分の７割がヘアカット（減免）されたこ

ともあって全体の25％ほどに減少した。そうと

はいえ，年内に満期となる国債の規模は決して

小さくなく，なかでも７月20日と８月20日に満

ギリシャ新政権の100日
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（注）１ 図表中，EFSFはヨーロッパ金融安定化機構を示す。

２ 債務残高はいずれも2014年９月30日現在。

〔出所〕 Les Echos資料より引用。

図表３ ギリシャ債務の債権者別残高構成
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期を迎える銘柄は今年最大級の36億ユーロ，32

億ユーロという（ともにECBが保有）。

１月の総選挙を勝ち抜き政権の座に就いたア

レクシス・ツィプラスがまず直面したのは膨大

な国家債務の処理・解決であり，とくに２月に

満期を迎える債務救済プログラムの救済資金の

返済であった。すでにみたように，ツィプラス

政権は２月末に４カ月間の返済猶予を手にし

た。だが，３月には60億ユーロ，４月９日と17

日にそれぞれ４億5,000万ユーロ，10億ユーロ

の返済に加えて，14日には短期国債14億ユーロ

が満期償還となる。翌５月には IMF への返済

と短期国債の償還に備えて約20億ユーロ，そし

てさらに救済プログラムの返済猶予が終了する

証券経済研究 第90号（2015 .6）
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（注） 2014年９月30日現在。

〔出所〕 Les Echos資料より引用。

図表４ ギリシャ債務の種類別・年限別残高構成（2014〜52年）

〔出所〕 Financial Times資料より引用。

図表５ ギリシャ債務満期返済額（2015年４月〜12月）
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６月には IMF融資をふくむ総額70億ユーロ近

くの返済が待ち受けているなどから，通年では

200億ユーロ超の返済資金を手当てしなければ

ならないことになる。しかも，これらに公務員

給与や年金受給者への年金支払いなどで数十億

ユーロが加わることから，国庫が底をつくのは

もはや時間の問題であった。

さらに，シュリザ政権の窮状と来るべき

“D-Day（債務不履行
デ フ ォ ル ト

を宣言する日）”に備え

て，ギリシャ国民は富裕層を中心に預金の取崩

しがとどまるところを知らず，銀行預金残高は

2014年末から2015年のはじめの２カ月余りの間

に200億ユーロ超，率にして15ポイント減少し

て1,500億ユーロ弱，しかも取り崩された預金

のすくなからぬ部分が国外に逃避したと推測さ

れる（図表６）。また，国際金融市場において

も投資家がギリシャ長期国債（10年もの）を売

り浴びせたため，流通利回りは同じ時期ほぼ２

倍の10％台へと急上昇し，ユーロ圏の指標銘柄

（ベンチマーク）であるドイツ国債とのスプ

レッドはじつに1,000ベーシスポイント近くと

ほぼ２倍に拡大した（図表７）。

事ここに至って，さすがの元スター・エコノ

ミストのヴァルファキス財政相も弱気を隠せ

ず，３月17日のユーログループ会合のインター

バルの間，アテネの首相府に電話を入れツィプ

ラス首相の判断を仰いだといわれる。これに対

して，首相は「妥協はあり得ない」と返答した

という。結局，この日の債務交渉は物別れに終

わった。フランス有力紙『ル・モンド（Le

Monde）』によると，ギリシャの首相は１週間

後の３月23日，ベルリンの首相府にアンゲラ・

メルケル首相を単身訪問し，また翌日にはフラ

ンクフルトに飛び市内のホテル・マリオットで

友党の SPD（ドイツ社民党）党首ジーグマル・

ガブリエルや，赤黒連立政権の外相フランク=

ヴァルター・シュタインマイヤーと会談して理

解をもとめたといわれる。だが，メルケル首相

はいうに及ばず，友党の同志たちからも色よい

返事（シュリザ支持）を手にすることはできな

かった。

こうして３月27日，ヴァルファキス財政相は

「関係諸機関」に配慮した経済改革リストを携

えてふたたびブリュッセルに飛びユーログルー

プ会合に臨んだ。ギリシャのパートナーは大筋

としてこれを受け容れ，アテネの政府は２月に

つづいて時間的猶予をあたえられた。しかし，

このたびはツィプラス首相も前月のようにこれ

を「勝利」と売り込むことはなかった。それど

ころか，先のユーログループ前後からヴァル

ファキス財政相の交渉能力に疑念を抱く党内の

強硬派や極左グループから“財政相更迭”を要

求する声が強まり，しかも首相自らもこれに同

調しているとのメディア情報が飛び交ってい

た。このため，政府報道官はツィプラス首相に

ヴァルファキス財政相の更迭の意思はなく，引

きつづき財政相を債務交渉の任に当たらしめる

旨の発言をしなければならなかった。

Ⅲ．第３段階（３月28日〜４月28

日）──ゲームオーバー

３月末に急場をしのいだツィプラス政権では

あるが，かれが EU諸国や「関係諸機関」の要

求する財政規律の確立と経済改革の実施を柱と

するプログラムを４月24日のユーログループ会

合までに策定すると期待する向きはほとんどな

かった。むしろ2010年と12年の債務救済プログ

ラムに代わる第３のプログラムを要求して最後

の最後までねばるであろうことは予想の範囲内

ギリシャ新政権の100日
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であった。しかも，与党議員ばかりか，同様に

反 EU，反緊縮を主張する右翼政党やファシス

ト党の“黄金の夜明け（Laïkós Sýndesmos）”

までもが事に乗じてツィプラス内閣に翻意を迫

るであろうことが予想されたから，４月末まで

に経済改革プログラムを策定し提出するとした

２月の合意が反故にされる可能性はこれを排除

できなかった。

それゆえ，ユーログループをはじめとする関

係者はそのような事態に立ち至った場合の準備

を怠ることはなかった。ありていにいえば，ギ

リシャのパートナーや「関係諸機関」などの債

権団は，２月の合意が「空約束」になり，債務

不履行を想定した「プラン B」を最悪の場合排

除できないとの見方をしだいに強めていった。

ギリシャのパートナーにしてみれば，シュリザ

の 党 首 が「偶 発 的 な ユ ー ロ 圏 離 脱

（Graccident）」の道を選択するか，さもなけれ

ば財政規律と経済改革を受け容れ難局を切り抜

ける政治家としてユーロ圏の歴史にその名を刻

証券経済研究 第90号（2015 .6）
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（注） 2015年は２月末現在。

〔出所〕 Financial Times資料より引用。

図表６ 民間セクターの銀行預金残高推移

〔出所〕 Financial Times資料より引用。

図表７ ギリシャ長期国債（10年もの，指標銘柄）の利回り推移
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むか──あとは問題の問題ででしかなかった。

それはまた，仮にギリシャが万一の偶発的な

ユーロ圏離脱を選択したとしても，ユーロ圏主

要国はその準備をすでに開始していると公言し

たに等しい。

実際，ギリシャにとっての難題は，４月中に

返済に要する資金を早急に確保することであっ

た。すでにみたように，４月９日と17日にそれ

ぞれ４億5,000万ユーロ，10億ユーロの返済に

加えて，14日には短期国債14億ユーロが満期償

還となる。仮にアテネ政府がこれをクリアでき

たとしても──ほとんど望み薄であるが──，

５月にはトロイカあらため「関係諸機関」の一

角占める IMF融資の返済と短期国債の償還に

備えて約20億ユーロを手当てしなければなら

ず，そしてさらに救済プログラムの返済猶予が

終了する６月には IMF融資をふくむ総額70億

ユーロ近くの返済が待ち受けている。

もちろん，現下のギリシャ政府の台所事情を

考慮するならば，債務返済など夢のまた夢でし

かない。アテネの首相府が主要国公営企業や地

方政府（州または地方圏・県・市町村）の手持

ちの資金の中央銀行への預託を義務づけること

を決定したというスキャンダラスな記事が，ギ

リシャ国内はもとより，英経済紙『フィナン

シャル・タイムズ』をはじめ国外の主要メディ

アの紙面を飾ったのもゆえなしとしない。もち

ろん，まったくのデマゴギーであったが，国庫

が底をつき，手元不如意のツィプラス政権が反

緊縮，反トロイカの看板を下ろすことをなおも

潔しとしなかったことへの圧力であったとの評

がもっぱらである。

急進左派政権は万策尽きはて，「決断」には

一刻の猶予もなかった。そうしたなかで，ドイ

ツの週刊新聞『ディ・ツァイト（Die Zeit）』

の報道によると，パノス・スクレティス労働相

は４月上旬のツィプラス首相のモスクワ訪問が

ギリシャとロシアの友好関係を「新たな段階に

発展させる可能性を模索するもの」とのべたと

されるが，その意味するところは，EU が首を

縦に振らないならば，ウラジミール・プーチン

大統領にお
・

ね
・

だ
・

り
・

するということである。ロシ

アによるウクライナ侵攻，クリミア半島併合を

機に EUが発動した対ロ経済制裁に対してギリ

シャが反対しているから，モスクワのアテネへ

の覚えもめでたかろうという寸法である。しか

も，ツィプラス首相がいち早くプーチン大統領

主催の「大祖国防衛戦争（第２次世界大戦）勝

利70周年祝賀式典」に出席することを表明した

ことは加点に値しよう。

だが，ギリシャ共産党（KKE）の上を行く

“プーチン詣で”は不発に終わった。ばかりか，

債務救済プログラムの延長の見返りに策定を約

した経済改革プログラムの提出を目前に控えた

４月17日，ゲオルギス・アンドレアス・パパン

ドレウ前首相のお株を奪って，ツィプラス首相

が議会解散・総選挙か国民投票によってユーロ

圏残留を国民にあらためて問うといきがってみ

せた。これに対して，ドイツのヴォルフガン

ク・ショイブレ財政相はあるインタビューに答

えて，国民投票はこれを支持するも「〔金がほ

しいなら〕モスクワにでも，北京にでも，

ニューヨークにでも行くがいい」と言い放っ

た。

ショイブレ発言はアテネ政府への最後通牒で

あったろう。実際，予想に違わず，４月20日に

ラトビアの首都リガで開催されたユーログルー

プ会合において，ツィプラス政権の経済改革プ

ログラムはギリシャをのぞくユーロ圏のパート

ナー18カ国の容認するところとはならず，追加

ギリシャ新政権の100日

72



syoken02.mcd  Page 15 15/06/25 12:14  v4.24

救済の要求を再度退けた。ここに至ってギリ

シャも勝算なしと悟りユーログループや「関係

諸機関」と合意する意向を示さざるを得なく

なったといってよい。ちなみに，仏経済紙

『レ・ゼコー（Les Echos）』によれば，３時間

に及ぶ会合後，ユーログループのイェルン・ダ

イセルブルーム議長はメディアにこう語ったと

いう。「〔ギリシャが仕掛けた〕チキンゲームは

いまや“アングリーバード（Angry Birds）”

のゲームに転化したようだ」。はたしてダイセ

ルブルームのいうとおりであれば，ギリシャは

“チキン”どころか，“アングリーバード”の卵

を盗む強欲なブタ──鶏
チキン

の皮をかぶったブタ

──ということになるかもしれない。つまり，

駆除あるいは殲滅すべき害獣ということにほか

ならない。

ちなみに，ユーログループ会合から２日後の

４月22日，ECBはギリシャ系銀行向け緊急流

動性支援（ELA）の上限をさらに引上げて755

億ユーロとすると発表した。金融市場筋が伝え

るように，SSM（単一銀行監督機構）による

ギリシャ系銀行の国債保有の減額指導ともあい

まって，ECBが債権団との合意に向けてギリ

シャ政府への圧力を強めるための掩護射撃で

あったとみてよい。

その甲斐もあって，ダイセルブルーム議長は

４月24日にブリュッセルで開催されたユーログ

ループの会合において，「関係諸機関」がギリ

シャ政府と引きつづき協議したうえで事態を判

断するとの見解を披歴した。また，ユーログ

ループの最大の関心事は２月20日の会合でのギ

リシャ政府との間で交わされた合意を受け容

れ，かつこれに即した政策の構築にあるが，５

月の定例会合の場でこれを最終的に評価するこ

ととした。ただしその進捗状況および評価にか

かる責任の大部分はアテネの首相府に帰するも

のとするとした。その意味するところは，今後

の協議の成功は一義的にはギリシャの急進左派

政権に依存し，ためにアテネの政府はユーログ

ループの主張する財政規律の確立と経済の構造

改革という枠組みのなかで債務交渉を継続する

義務を負うということを，ギリシャをふくむ

ユーログループ19カ国の代表者が承認したとい

うことにほかならない。

ツィプラス政権は週明けの４月27日，ギリ

シャ債務交渉団の組織変更と新メンバーを発表

した。それによると，新交渉チームはエウクリ

デス・ツァカトロス外務副大臣を団長とし，

チームの調整策として英マンチェスター大学で

教鞭を執る経済学者のジョージ・シュリアラキ

スなどからなる。英オックスフォード大学出身

のツァカトロスはツィプラス首相の経済問題の

アドバイザー，一方のシュリアラキスはプラグ

マチストで知られる副首相ヤニス・ラガサキス

の側近のひとりといわれる。メディア筋による

と，ギリシャ交渉団のメンバーの入替えにはド

ラガサキス副首相が，ツィプラス首相とヴァル

ファキス財政相の二人三脚の債務交渉の「失

敗」の責任を追及し，財政相とその側近ニコ

ス・セオクラキスを交渉団から外すよう圧力を

かけ，首相がこれに応じた結果であるという。

一見すると，ツィプラス首相が副首相のドラ

ガサキスの政治人事を呑んだかのように考えら

れるが，シュリザ古参党員の忌避する元

PASOK（全ギリシャ社会主義運動）党首の経

済顧問ヴァルファキスは財政相のポストにとど

まり，ギリシャのパートナーや「関係諸機関」

との交渉の経緯を引きつづき見守ることにな

る。巷間伝えられるように，首相と財政相との

溝がこの間しだいに深まり，対立する場面もみ

証券経済研究 第90号（2015 .6）
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られるのもたしかである。しかし，ドラガサキ

スのいう交渉の失敗の責任をヴァルファキスひ

とりに負わせることができないこともまた否定

し得ない事実である。２月，３月にみせたツィ

プラス首相の「左翼原理主義」が，ドイツの

ショイブレ財政相をして態度を硬化せしめ，

「緊縮至上主義」に固執させる一因となったの

である。ドイツの有力メディア『デア・シュ

ピーゲル』のいわゆる「アテネ対ベルリン」と

は「ツィプラス対ショイブレ」の謂であり，と

どの詰まり，「原理主義と原理主義」との闘争

であった。双方が己の依って立つ原理に固執す

る限り解決策を見出せなかったのは，けだし当

然といえば当然の成り行きであったろう。

それが証拠に，３月のユーログループ会合で

パートナーの要求する財政規律の確立と経済改

革の断行のほかに方途がないことを認め，ツィ

プラスに判断を仰いだヴァルファキスが受けた

指示は「妥協はあり得ない」であった。かくい

うヴァルファキスは新交渉チームが発表された

４月27日，仏経済紙『レ・ゼコー』のインタ

ビュアーに向かって，「われわれが合意するの

にそう時間を要しまい。われわれには相手の言

い分を呑むほかに選択肢がないからだ」と答え

ている。ノーネクタイ，仕立てのいいカラー

シャツのうえにレザーコートを羽織ったおよそ

閣僚らしからぬ──ロック・スター然とした出

で立ちはともかく，かれが「マルコによる福音

書」にいう“Omnia possibilia credenti（信ず

る者にはあらゆることが可能である）”

（EVANGELIVM SECVNDVM MARCVM IX,

23）の一節を金科玉条とするような，したがっ

てまた，我と我を取り巻く現実の問題を区別で

きないような狂信者ではなかった証である。

はたしてギリシャの財政相のいうとおりであ

ろう。アテネ証券市場はこの日ひさびさに沸き

返った。投資家など市場関係者にしてみれば，

国内といわず，国外といわず，政財官の要人の

ほとんどを敵に回した財政相が債務処理の政治

交渉の第一線を退き，ユーロ圏のパートナーと

の関係改善が進むと期待したからでもある。そ

の意味では，ヴァルファキスは役目をはたした

といえるかもしれない。事実，新交渉団が翌28

日ユーログループの事務レベル会合において２

月20日の合意に即した協議に応じることを明ら

かにしたことは，債務問題のエンドゲームが終

了間近を告げるサインであった。時あたかも，

アレクシス・ツィプラス率いる急進左派政権が

誕生して100日が経とうとする時分であった。

結びにかえて

以上，１月25日の国政選挙で勝利し，連立政

権とはいえ権力のトップに上り詰めたギリシャ

の急進左派政権の100日を３つの段階に分けて

考察してきた。2009年に時の政府による財政赤

字の隠蔽工作の発覚に端を発するこの国の債務

危機は，EUをはじめとする救済プログラムに

よっても終媳しなかったどころか，債務救済の

見返りとして要求された財政規律の確立や経済

構造の改革が，これまた時の政府の不手際も手

伝って経済状況を悪化させ，低成長と高失業と

いう深刻な事態──急進左派のいう「人的危

機」を生み出した。

2013年の国政選挙でアントニス・サマラスの

ND（新民主主義党）に後れをとったシュリザ

が今次選挙で第一党に大躍進した主因は，サマ

ラス，その前任者で PASOK党首ゲオルギス・

アンドレアス・パパンドレウが実施した緊縮政

策の産物である250万人の生活困窮者を中心と

ギリシャ新政権の100日
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する「社会的弱者」の圧倒的支持であった。

シュリザはいってみれば債務危機，金融危機が

育てた政党である。そしてトルコ移民３世の

“労働者階級
プロレタリアート

の前衛”アレクシス・ツィプラス

はギリシャ演劇お得意の破局直前の山場で悲劇

を演じるイコン（icon catastatis）であり，そ

のかれが反緊縮，反トロイカを掲げて舞台で自

身にあてがわれた役回りを務めたのはけだし当

然であった。2010年，12年のギリシャ債務救済

のさい元本の削減を行ってしかるべきであった

が，債権者の懐を傷めないためにそうはしな

かった。しかも，厳格な条件のもとで貸し付け

られた救済資金の恩恵に浴したのはギリシャ国

内の銀行家たちであり，一般の国民はトロイカ

らの融資の返済のために塗炭の苦しみにあえい

でいる。ツィプラス首相が前任者のパパンドレ

ウやサマラスと債権団との間で交わした合意

──ギリシャでいう「覚書（memorundum）」

──に服す道理など微塵もないという論法であ

る。かれらこそギリシャに悲 劇
カタストロフィ

をもたらし

た張本人たちだからである。

ツィプラス首相によれば，トロイカ，そして

これを陰で操るドイツの課した過酷な融資条件

で貧困線以下のどん底の生活を強いられた国民

がすくなくないのは，イタリア，スペイン，ポ

ルトガルやアイルランドも同様であり，ギリ

シャが反緊縮，反トロイカ，反ドイツの政治闘

争を開始すれば，かならずやこれら南欧の国民

が支持するはずである。何よりまず，ツィプラ

スのヨーロッパ観は，フランス，イタリア，ス

ペインの３国とドイツとのふたつの対抗する極

からなり，ギリシャがドイツに抗えば，“友邦”

のフランス，イタリア，スペインの共感を得る

ことは請け合いであり，最終的には債務再交渉

にドイツが応じる，という読みであった。

こうしてツィプラスは出自のまるで違う裕福

な家庭の出であるヤニス・ヴァルファキスを政

権に取り込みドイツに挑んだのであった。ここ

ではくり返さないが，ツィプラス=ヴァルファ

キスの戦いは，政権発足から数えて100日にな

んなんとする４月末，「関係諸機関」との債務

交渉を再開することを約して実質上終わった。

ヴァルファキス財政相のいうように，ギリシャ

を国家破産から守る選択肢はほかにないという

現実を受け容れなければならなかったのであ

る。新政権の100日は，いってみれば，ギリ

シャのソブリン危機の処理・解決に至る“エン

ドゲーム”であったといえるかもしれない。

はたしてそうであるとすれば，ツィプラス首

相は端から勝算のない戦いを戦ったことにな

り，時間と資源の浪費といえないこともない。

しかも”終戦”は遅きに失したのではないかと

考えられないでもない。ツィプラス政権は５月

中旬のユーログループ会合で経済改革プログラ

ムを提出し，遅くとも６月末までに返済を猶予

されている救済プログラムの返済条件に合意を

取り付けてはいないものの，そこに至るまでの

時間は限られている。ばかりか，この間の混乱

により立ち直りかけていたギリシャ経済状況の

足並みに乱れが生じ，歳出の抑制，税収増など

をつうじた財政収支の改善によって年内に200

億ユーロ超の返済を遅滞なく返済できるどうか

疑問視されている。

この３月に第８代ギリシャ共和国大統領に就

任したプロコピス・パヴロプロスは４月24日の

ユーログループとツィプラス政権との間で合意

が成立した直後，ドイツ週刊誌『デア・シュ

ピーゲル』のインタビューに答えて，「われわ

れは債務の返済を約束する。永遠に借りつづけ

るわけではない」とのべている。しかし，債務
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返済の「約束」が信頼を得るためには，すくな

くとも公債費をのぞく基礎的財政収支の黒字化

が必要である。ギリシャの基礎的収支がこの数

年黒字を計上した実績はなきに等しく，債権者

の信頼を回復するほどのレベルにたっしていな

い。財政規律の確立のためにいっそうの努力を

要請されるゆえんである。しかるに，「ギリ

シャにチャンスを」だけでは，ヤニス・ドラガ

サキス副首相が３月に英紙『フィナンシャル・

タイムズ』に寄稿した小文と同様に実質に乏し

く説得力に欠ける。ギリシャは2010年と12年の

二度にわたって立ち直りのチャンスをあたえら

れたが活かせなかったことは，今次ソブリン危

機の火付け役コスタス・カラマンリスのもとで

内相を務め，ND（新民主主義党）が野に下る

直前まで国会議員をつづけた，カロロス・パ

プーリアスの後任ともあろう人が知らないはず

がない。裏の裏まで知り尽くしているはずであ

る。

アテネの政府にとっての当面の問題はそれだ

けではない。４月末に「関係諸機関」などと交

わした合意に即して策定を予定している経済改

革プログラムが，与党シュリザや ANLE（独

立ギリシャ人）はもとより，野党諸会派によっ

て承認されるかどうかは依然として不透明であ

る。パートナーの強くもとめる年金制度や労働

市場の改革，国公営企業の民営化などはシュリ

ザ内極左グループが強硬に反対するであろう。

とくに，アテネ南西の都市ピレウスの港湾公社

やサマラス政権下で閉鎖された ERT（ギリ

シャ国営放送）を中央政府が手放すことには，

骨の髄までスターリン主義者のパナギオティ

ス・ラファザニス資源エネルギー相やニコス・

ヴーツィス内相ら強硬派，ひいてはシュリザの

支持基盤である労働組合が猛反撥することは目

に見えている。

しかも，付加価値税（VAT）の引上げをは

じめとする税制改革は，国内の大手企業やオリ

ガルキー，それにその代弁者である ND など

の野党議員たちの執拗な抵抗を招くであろう。

与野党の政治家たちがツィプラス首相を問責す

る事態に発展することも十分考えられる。そう

なれば，債務交渉が振出にもどるだけでなく，

シュリザの分裂とツィプラス内閣の崩壊，債務

危機の再燃を覚悟しなければならない。そして

その先に見えるのは，“Grexit（ギリシャの

ユーロ圏離脱）”──偶発的であろうがなかろ

うが──ではなく，むしろ「ユーロ圏から出て

いけ！」のシュプレヒコールとデモンストレー

ションであろう。

本稿の冒頭でも紹介したように，いまやギリ

シャのユーロ圏離脱を公言してはばからない政

治家や財界人は決してすくなくない。軍事政権

から民主政権への移行をとげたばかりのギリ

シャの EC（ヨーロッパ共同体）── EU の前

身──への加入の可否が話し合われていた1970

年代末，渋るブリュッセルのロイ・ジェンキン

ス委員会を余所
よ そ

に，西独首相ヘルムート・シュ

ミットとともにギリシャの加入を急がせた時の

仏大統領ヴァレリー・ジスカール=デスタンに

してからが，いまやギリシャのユーロ圏離脱の

支持者のひとりである。これに対して，ツィプ

ラス政権の国防相パノス・カメノス（ANEL

党首）がギリシャのユーロ圏離脱に言及して，

「ギリシャがもしもユーロ圏を離脱すれば，隣

国イタリア，スペインに飛び火し，ヨーロッパ

を混乱に陥れる」と息巻いたが，所詮，ブラフ

にすぎない。ドイツやオランダをはじめとする

ギリシャのパートナーの多くは債務交渉の決裂

を想定して「プラン B」，すなわちギリシャの
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ユーロ圏離脱の準備をすでに開始しているとい

われる。

ツィプラス首相が恃みとしたフランス，イタ

リア，スペインはもとより，友邦のロシアも動

かなかったものの，ギリシャ歴代の「泥棒国

家」政権のつ
・

け
・

の返済は待ったなしである。首

相には左翼原理主義的“反緊縮・反トロイカ”

から，「財政規律の確立と最大限の経済改革」

への方向転換
コロトゥムバ

のカードしか手元に残されていな

い。その意味からすれば，PASOKを見限り改

革派エコノミストに転身したエレナ・パナリ

ティスのいう「ギリシャは６月末まで〔中略〕

きわめて危険な状態にある。一連の経済改革案

を早急に作成しなくはならない」はまさに正論

というべきであろう。
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